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男鹿半島北岸安田付近に打ち上げられるオキシジミガイ
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AkiraWatanabe*

オキシジミガイ(Cyc､/加asine"ざis,二枚貝

綱・マルスダレガイ科）は秋Ill県に生息して

いないといわれていた（西村,1957)が渡辺

(1976MS)のリストに登戦され，現′I--.して

いるt.実が知られるようになった‘また本種

は，秋Ill県内の完新統や貝塚から比'I唆的豊富

に産川する場合があり，かつては秋lllの海で

相当に繁栄したこともあったと考えられる．

そのほか，非常に稀ではあるが，リj鹿半島

北岸安|||付近の砂浜に本極の殻が打ち’二げら

れていることがあり，これまでにうIf打はそれ

を数[Ill盤した．この付近では従来本柿はまっ

たく知られていなかったので、本橘でこの事

実を端'『するとともに．これを機に秋Ⅱl県内

から報告されているオキシジミガイのI記録を

*:m.し，あわせて打ち上げられる殻の起源を

考察してみる．

I打ち上げられたオキシジミガイの殻

オキシジミガイの殻が打ち｜きげられる位置

を図1(R)に示した．これまでにへi堵はこ

こで3個の殻を採集した．いずれもイi殻であ

り，大きさは殻高がそれぞれ，48．59．65

mmの成殻である．この内，殻向48mmと(if)

mmの個体を図2に示した．

3Hの殻は共通して外形をとどめてはいる

が，殻皮はまったく保存されておらず，腹縁

|ﾉ-winの刻みや殻表の彫刻が認められなくなる
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ほど勝粍が進んでいて，表iniは白っぽく風化

している．

Ⅱ秋田県におけるオキシジミガイの記録

これまでに秋Ill県内で記録されたオキシジ

ミガイについて，表lにまとめてみた．それ

ぞれの雌地は[XI1に示した．以下に簡単に解

説する．

現′|そ（炎lの②，以下同じ）は，ｿ)鹿iIjW

で知られているだけである．本種のﾉ|令息場所

は，般的には内湾奥の潮i川帯泥底といわれ

ている（松烏．1984など）．それに対して緋

では広く磯浜が発達しているため，オキシジ

ミガイに好適な生息環境が備わっていないよ

うに見える．したがって個体数も少ないと思

われ，渡辺(1976MS)のリストには「稀」

とI氾されている．

角|川l崎典隊（①）は縄文時代前側lといわれ

る遺跡で、多吐の貝を出土したが，その1'1で

オキシジミガイはヤマトシジミに次いで2番

||に個体数が多い極である（西村,1957),

この11殻の"C年代は4.630±240v.B.Pと測

定された（渡部・磯村,1996).本樋を含む

角|川|崎u塚旅の内湾種は，八郎潟のIlij身であ

る|ﾉ1湾から採取されたものと考えられている

（Iﾉ吋村,1957;渡部,1992),

象潟町産（③）の本種はいずれも象潟1脚

（大沢ほか.1982)から産出したものである．
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図2安田海岸に打ち上げられたオキシジミガイ

殻高：上65mm,下48mm
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秋田県におけるオキシジミガイの産地

（①－⑤）
これまでに知られた秋田県におけるオ

キシジミガイの産地をすべて記した．

①一⑤は表lと共通
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表1秋田県におけるオキシジミガイの記録
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¥n

①
②
③
④
⑤

産出場所

若美町角間崎

男鹿市椿

象潟町

大潟村

男鹿市安田

文 献

西村（1957）

渡辺(1976MS)

渡部(1979a),渡部・佐藤(1980)

渡部(1994)

本稿

摘 要

角間l崎貝塚から出土

現生

象潟層産

八郎潟層産

砂浜への打ち上げ



象潟層は1804年の象潟地震によって|唯起し陸

化した内湾（この内湾を“象潟”と呼んでい

た）の堆積物であり，オキシジミガイは“象

潟”が陸化するまでそこに生息していたと考

えられる．

大潟村（④）から発見されたオキシジミガ

イは，八郎潟層（白石,1990)に含まれてい

た．八郎潟層は八郎潟とその前身である水域

に堆積した完新統である．オキシジミガイの

殻は干拓工事に伴って地下から掘り’2げられ，

地表に散乱していた状態で採集されたもので

あるため，産出層位は明確でないが，8000～

7000年前程度の年代が推定されている（渡部・

磯村，1996）．

IⅡオキシジミガイの殻の起源

安田海岸に打ち上げられたオキシジミガイ

は，先述したように，いずれも片殻になって

おり，著しく磨耗を受けている．このような

保存状態と，付近に本種の生息に好適と思わ

れる内湾などの環境が存在していないことを

あわせて見ると，殻が打ち上げられるからと

いって，このあたりに本種が生息していると

結論することはできないように思われるま

た，もっとも近い生息場所である椿は，半島

の南岸にあたり，そこから死殻が流送されて

きたということもきわめて考えにくいことで

ある．

以上のことから筆者は，このオキシジミガ

イの殻は化石であり，含まれている地層の浸

食にともなって洗い出されたものと考える．

オキシジミガイが打ち上げられる安Ⅲ海岸

には，貝化石を多産する更新統（鮎川層・安

田層・潟西層）が露出しているが，これらの

地層はオキシジミガイを含んでいないした

がって更新統を起源としたものでないことは
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Iﾘlらかである．

一ﾉJ.このあたりの海岸にはハイガイの殻

が多量に打ち上げられる（渡部,1979b).

その"'C年代は8,160±105y.B.P.と測定され

（渡部・磯村,1996),化石であることが判

明した筆者は，打ち上げられるオキシジミ

ガイはこのハイガイと同じ化石層に含まれて

いるのではないかと推定している．ハイガイ

とオキシジミガイの生息環境は似通っており，

化石として共に産Illすることも多い（松島・

hl.j角,1983;*>川ほか,1993など）ので，両

極が'11－化石層に存在していると考えること

に何ら不都合はない両種が同じ場所に打ち

上げられる事実も，同じ化石層に含まれてい

ることを示唆するものといえよう．

なおハイガイを含む化石層は未だに発見さ

れていないが，約8000年前は海面が現在より

10～20m低い位置にあったので，海底に存在

しているのではないかと考えられている（渡

部・磯村,1997).この化石層には，これら

2種の他に，｜可じ湾奥の干潟群集の構成種で

あるマガキやカワアイガイなども含まれてい

る可能性が高く，安田海岸ではそれらの打ち

上げも期待される．

謝辞：男鹿市の渡辺浩記氏には，現生のオキ

シジミガイにかかわる貴重な情報を御教示い

ただいた．心からお礼申し上げる．
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